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神島

　古来より海上鎮護の神が奉

られ、南方熊楠が愛し、神

社合祀から守った神島の森

は、南紀の海岸性の暖地性植

物群落の特徴をよく現してお

り、国の天然記念物にも指定

されています。魚付林として

も大切にされ、島と海が一帯

となった田辺湾らしい景観で

す。（上陸には田辺市教育委

員会の許可が必要です。）

天神崎

　日本におけるナショナル・

トラスト運動先駆けの地。干

潮時には広くて平坦な岩礁が

出現し、磯遊びや自然観察に

は最適の場所です。

奇絶峡

　巨岩がいたるところに点在

する渓谷で、渓谷をはさんで

迫ってくる絶壁と、それをお

おう照葉樹林がみどころで

す。春には新緑や桜、夏には

涼しげな不動の滝、秋には紅

葉と四季折々の渓谷は、観光

地としても有名です。

神島（国指定天然記念物）

天神崎

奇絶峡
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は じ め に

　田辺市の自然は、農
のう

耕
こう

地
ち

の拡
かく

大
だい

や自然林の減少によって、たしかに荒
こう

廃
はい

してきました。しかし、くわしく調べてみると、和歌山県下でも数少

なくなってしまった重要な生きものが、まだまだ市全域のいたるところ

に見られます。私たちは、これらの生きものが、いつまでも田辺の市民

として、共に生き続けることを願って、この小冊子をまとめました。

　田辺市は紀伊半島南部の西側にあり、海が南西から陸地側に深く入

り込んだ形をしています。黒潮の影響を受けて、年間の平均気温が

16.7℃、夏涼
すず

しく冬暖かい温和な気候に恵まれています。ところが、内

陸側には龍
りゅう

神
ぜん

山
さん

・三
みつ

星
ぼし

山
さん

・高
たか

尾
お

山
やま

・槇
まき

山
やま

などの山々が並んでいるので、

その影響もあります。雨量は海岸で1,500から2,000㎜、山間部では2,000

から 2,500㎜と多くなります。雨は梅雨期と台風時に集中する傾向があ

りますが、冬でも多少の雨が降り、雪はめったに降りません。

　地質は全域が堆
たい

積
せき

岩
がん

で、海底に堆積した時代は、紀伊半島で最もおそ

い新
しん

生
せい

代
だい

第三紀にあたり、北半分は少し古い古第三紀（約 5,000 万年前）、

南半分は新第三紀（約 1,500 万年前）になります。この地域には火山も

火
か

成
せい

岩
がん

も分布していませんが、市周辺の各地に温泉があります。これは

紀伊半島南東部の那智山方面に広がる火成岩（熊野酸
さんせい

性岩）に関係した

地下の熱源によるものだと考えられています。この複雑な地形と温暖多

雨という気候条件に恵まれて、昔はすばらしい暖地性の森林（照
しょう

葉
よう

樹
じゅりん

林）

が広がっていました。市内に点在していた社
しゃ

寺
じ

林や神
か

島
しま

にそのおもかげ

が残っています。特に神島は、南
みなかたくまぐす

方熊楠が縄文の森として後世に伝えよ

うとしたタブノキの巨木林でした。現在では、その巨木は枯れてしまい

ましたが、それでも貴重な動植物が生育し、国指定の天然記念物として

の価値は、全国的に高く評価されています。
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改 訂 に あ た っ て

　「田辺市の自然観察ガイドブック」は、故後藤	伸先生が中心になって作

成されました。作成されてから 17年が経過したことから、今回、小規模で

すが改訂を行いました。

　平成 17年（2005 年）５月に、田辺市、大塔村、中辺路町、龍神村、本

宮町が合併して、新しい田辺市となり、その市域は海岸部から奈良県との

県境まで広がっています。また、平成 27年（2015 年）に吉野熊野国立公

園が拡張されたことにより、串本町からみなべ町（千里の浜）までの海岸

部と「ふるさと自然公園センター」のあるひき岩群、そして、龍神山と奇

絶峡が県立自然公園から国立公園へと格上げされました。

　今回の改訂では、これまでの旧田辺市内の内容について、17年の間に今

はもうほとんど見られなくなった生きものや、逆にかつてはほとんど見る

ことができなかったが、今はたくさんいる生きものなどを見直しました。

また、本文と写真の整合性を整え、いくつかの写真については、差し替え

等を行いました。地図も新しいものにしました。最近話題になることが多

い「外来動物」については、アライグマ、ハクビシン、ミシシッピアカミ

ミガメ、アフリカツメガエルについての説明を追加しました。

　「はじめに」と「おわりに」の文書については、後藤先生の思いを大切に

したいと考え、そのまま残すことにしました。

2017 年 3月		
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1　海岸部の生きもの

①　岩
がん

礁
しょう

の動植物

　広大な岩礁の周辺で、暖流黒潮に運ばれてきた多くの熱帯系の動植物、

それら海の生物を育む海岸の森林。これらがこじんまりとまとまってい

る地域が、ここ田辺の天神崎・元島周辺に残されているのです。和歌山

県下でも数少ない海岸です。この平坦で広い岩礁は新
しんせいだい

生代新第三紀の水

平な地層で、比較的もろく長い年月の間に波によって形づくられた自然

の彫刻です。

　天神崎から元島にかけて広がる岩礁は、一見単調に見えても実はたい

へん複雑で変化に富んでいます。岩礁の大部分が大潮の満潮時には、すっ

かり水面下にかくれてしまうのですが、干潮時にはその全域が水面から

姿を現します。その現れ方は潮位によって日々変わります。岩礁の先端

部では、いつも外洋と接して荒波に洗

われていますが、陸地側では波も静か

な入り江が深く入り込んで、先端部と

は違った生きものの世界がくりひろげ

られています。

　干潮時に現れる岩礁の上には、さま ウミトラノオやアオサ

天神崎の岩礁
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ざまな生きものが見られます。特に先

端部では、冬には海藻のウミトラノオ

やヒジキが、まるでじゅうたんを敷い

たように広がります。ウニが岩礁に穴

をほり、その穴にムラサキウニや熱帯

系のナガウニ類が住みつき「ウニのア

パート」と呼ばれています。また、そ

こには美しいタカラガイ類も見られま

す。岩上に密生した各種フジツボ類、

岩礁のすき間に密集しているカメノテ

やムラサキウニなどの大群は、ここ天

神崎ならではの景観です。

　早春のタイドプール（潮だまり）に

は多くの小魚やウミウシ、アメフラシ、

タツナミガイなどの仲間が見られ、熱

帯系の真っ黒で大きなニセクロナマコ

も目立ちます。黒潮の影響を受けてサ

ンゴ類も生息しています。

ナガウニ

タツナミガイ ニセクロナマコ

ヒジキ

カメノテ
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②　海と森とのつながり

　この岩礁や波静かな入り江に、たくさんの生きものが生活しているの

は次のような仕組みからだといわれています。

　陸地に近い海岸には山側から海の植物（海藻やケイ藻など）が成長す

るのに必要な物質が流れ込んできます。海岸に深い森があると、その量

がちょうどいい程度にいつも流れてくることになります。その植物たち

が稚魚の餌になるので、魚たちが産卵にきます。群れる小魚たちは、こ

の安全で食べ物の多い岩礁地帯や入り江で成長し、沖合に出て大きくな

ります。また、岩礁に付着している多くの動物たちの中には、幼
よう

生
せい

時代

は沖合でプランクトン（浮
ふ

遊
ゆう

生物）として過ごし、餌
えさ

の多い岩礁地帯に帰っ

てきて生活しているものもたくさんあります。このように陸地の森と海

岸の浅瀬と沖合の海は、生きものを通してしっかり結びついているので

す。

　昔から日本人は海の生物を大切にするためには、陸地に森林を育てな

ければならないと考えてきました。海岸の森を魚
うお

付
つき

林
りん

と呼び、その森を

保全する制度として魚付保安林があります。

　田辺付近でもっともすぐれた魚付林

は、天神崎の近くにつながる元島の森

と湾内に浮かぶ神
か

島
しま

の森です。二つの

島の森は、昔から漁業の守り神として

大切に残してきましたから、今も昔の

姿に近い照葉樹林でおおわれているの

です。
元島の魚付林
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③　鳥類

　この地域は野鳥の観察にも適した地域です。コースにはいくつか考え

られますが、次の 3つが手頃です。

⑴　元島に通じている防潮堤を渡り元島から岩礁の先端までのコース

⑵　天神崎の岩礁地帯から岩礁の先端までのコース

⑶　天神崎の湿地付近の地点から丘
きゅう

陵
りょうち

地を経て日
ひ

和
より

山
やま

へのコース

日和山
△

⑴コース

⑵コース

⑶コース
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　⑴と⑵のコースでは、シギ、チドリ、カモ

メ、アジサシなど、海辺の鳥類が多く観察で

きます。特に岩礁ではメダイチドリ、トウネ

ン、ハマシギ、チュウシャクシギなどが見ら

れ、運が良ければ海水を飲みにきたアオバト

を見ることもあります。また、ミサゴが魚を

求めて飛来する、ハヤブサが渡りの小鳥の群

を狙っている、などのシャッターチャンスも、

それほど珍しいことではありません。冬から

春、田辺湾内に群れるカモメ、セグロカモメ、

オオセグロカモメ、ユリカモメ、ウミネコな

ど多くのカモメ類や、ウミウ、カワウなどが

あり、海の荒れた日には左会津川の河口付近

に集結します。

オオセグロカモメ

メダイチドリ

ミサゴ

ユリカモメ

カワウの親子ウミネコ
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2　川や池の生きもの
①　川のようす

　田辺市内を流れる左会津川水系は、

長さといい規模といい、自然観察に手

頃な川です。ところが、近年拡大され

た植林や果樹園の開発によって、水量

が不安定になって土砂が流入したり、

農薬や家庭排水の増加や泥
でい

土
ど

の堆
たい

積
せき

が

続きました。そのため川原にツルヨシ

が密生し、セイタカアワダチソウ、オ

オブタクサなどの帰
き

化
か

植物がたくさん

侵入してきました。また、最近は高速

道路の南進にともなってオオキンケイ

ギク、ナルトサワギクなどが目立つよ

うになってきました。さらに、アユな

ど清流の魚類のいたところに、多量の

ニシキゴイやブラックバスを放流した

ため、中流から河口までの生
せい

物
ぶつ

相
そう

は大

きく変化しましたし、在来種の生育数

も著しく減少しました。しかし、上流

域から源流域にかけては、高尾山や槇

山などの山々の間を流れ下るので、多

少の土砂堆積は見られるものの、生育

する生物相には大きな変化がなく、自

然観察に好適な地点がたくさんありま

す。

芳養川の上流

左会津川（上三栖）

左会津川（秋津町）
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②　水辺の植物

　川の周辺に見られる樹木で代表的

なものは、ハンノキやヤナギなどの

仲間です。ハンノキはまっすぐ伸び

る木ですが、カワラハンノキは渓流

の岸辺に生える低木です。昔は左会

津川水系の中流域まで生えていたよ

うですが、最近では上流部だけにし

か見られません。ヤナギ類で多い木

はネコヤナギです。早春に綿毛の

花をつけることでよく知られていま

す。このネコヤナギとその根ぎわに

生えるセキショウとは、安定した川

岸に多く見られた植物でした。その

他に中流域にはアカメヤナギ、カワ

ヤナギ、ジャヤナギなど、背の高い

木もいくつかあります。これらも水

辺環境の保全と景観保持に重要な植

物群落だと考えられます。

　かつては田辺市内にも多数のため

池があって、多くの特有の動植物に

恵まれていたことを、南方熊楠らが

記録しています。特に天王池や新庄

の池などには、ジュンサイ、ミスミ

イ、タヌキモなど、珍しい植物が密
みっ

生
せい

していたそうです。ところが、農

業形態の変化から、多くのため池は

左会津川（伏菟野）

カワラハンノキ

ネコヤナギ
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次々に埋め立てられ、残りの池も汚
お

濁
だく

が進行して、植物の生えていない池に

変わってしまいました。エビモ、ヒメ

ビシなどもほとんど見られなくなりま

した。そんな中でも、わずかに昔の面

影を残しているところがありますから、

特に大切に保全していきたいものです。
セキショウ

ミスミイとタヌキモ エビモ ヒメビシ
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③　水
すいせいこんちゅう

生昆虫

　水辺はトンボや水生昆虫のすみ家です。昔は

水田から発生するハラビロトンボやカトリヤン

マ、ギンヤンマなどが多数いたのですが、最近

ではあまり見られません。それに代わって、ミ

ルンヤンマ、コシボソヤンマ、ヤブヤンマなど

のヤンマ類やコヤマトンボ、オオシオカラトン

ボ、シオカラトンボ、コシアキトンボなどが、

普通種として観察できます。

　市街地周辺には特に大きな湿
しっ

地
ち

はありません

が、湿地で発生するサラサヤンマやヒメアカネ

などが、天神崎をはじめ各地で確認されていま

す。

　農薬の流入しない池や水田にはマツモムシや

ゲンゴロウ類、それにアメンボやミズスマシの

仲間が見られます。これらの昆虫の泳ぎ方や餌

の捕
と

り方などは、いくら見ていても見あきない

ものです。

　また、左会津川水系の支流や源流部では生き

ている化石として有名なムカシトンボ、ムカシ

ヤンマや変わった形の巣を作るカタツムリトビ

ケラなどが、他の地域より多く生息しています。

カタツムリトビケラ

コシアキトンボ

ハラビロトンボ

シオカラトンボの産卵

ムカシヤンマ
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④　川や池の動物

　左会津川水系ではカワムツ、アユ、

ヨシノボリ、ウナギなどが、上流域に

はアマゴ、タカハヤなどの魚類が見ら

れます。また 1998 年、熱帯系の珍し

いオオウナギも遡
そじょう

上していることが確

認されました。魚類以外でも昔に比べ

て少なくはなりましたが、モクズガニ

やテナガエビも見られます。

　川や池の水辺には野鳥がいつも訪れ

ます。美しい姿のカワセミ、水辺で尻
しっ

尾
ぽ

を振りながら歩きまわるセキレイの

仲間、渓流に潜るカワガラスなど、い

ろいろです。山間部にはヤマセミもい

たのですが、近年になって姿を見かけ

ません。

モクズガニ

ヤマセミ

左会津川の河口

オオヨシノボリ

ヒラテテナガエビ
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　水辺の動物の代表者は、何と言ってもカエルの仲間（両生類）です。

昭和 30 年ころまでは、トノサマガエル、ツチガエル、アカガエルのな

かまなどが、水田や池の周辺には無数にすんでいました。

　ところが農薬（殺虫剤や除草剤など）のために、一時は激減しました。

また、カエル類や昆虫類を食べていたヘビやトカゲもほとんど見られな

い時期もありました。最近では農薬の規制もきびしくなってきたため、

ヌマガエル、アマガエル、ヤマアカガエル、イモリなどの回復傾向が見

られ、少しずつ増加しているようです。

しかし、左会津川水系や主な池などに

は、外来種であるウシガエル（食用蛙
がえる

）、

放流したブラックバスなどが繁殖して、

他の動物の回復の妨げになっている点

も見逃せません。
ヌマガエル

ウシガエルアマガエル
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3　山間部の生きもの（龍神山・高尾山・槇山）
　龍神山・高尾山・槇山など 500 から 700 ｍの山々が東西方向に連なり、

北の方で虎
とら

ヶ
が

峰
みね

から果
はて

無
なし

山脈に続いています。森林の大部分はウバメガ

シ萌
ぼうがりん

芽林ですが、その中に内陸に生えるアカガシ林やウラジロガシ林な

どの常
じょう

緑
りょく

カシ林や、コジイ林・スダジイ林などのシイ林やタブノキ林が

混生しています。また、この森林内にはタイミンタチバナ、トキワガキ、

ミミズバイ、カンザブロウノキ、バクチノキ、イスノキ、カクレミノなど、

多くの暖地性植物が生育して、紀南特有の	“ 熊野の森 ” を形づくってい

ます。山の中腹以下が開発されて果樹園になっているので、農薬汚染に

より昆虫などが少なくなっている地域もあります。それでも和歌山県下

では、貴重な種とみなされる動植物のすぐれた観察地です。その特色や

見どころを紹介します。

①　草花と樹木

《春を待つ花》

　まだ寒さのぬけない梅の香る時

期、畑の草地では、タンポポ、ハコベ、

ハハコグサ、ナズナ、ハルノノゲシ

などの草花が、早くから咲いていま

す。

　朝夕霧のかかる谷間の片隅に純白

ウバメガシ コジイ林

タンポポ
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の花をつけるバイカオウレン、その周辺で白い小花をつけるセントウソ

ウ、山すその畦の草むらにそっと顔をのぞかせるアマナ、面白い模様の

まるい葉をつけ、その根元に花を咲かせるアツミカンアオイ、花ではな

く胞
ほう

子
し

の塊
かたまり

をつけるオオハナワラビ、京阪神より一ヶ月以上も早くから

このように可憐な花を見ることができます。

ハハコグサ バイカオウレン

アツミカンアオイ オオハナワラビ

アマナ
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《春の山の花》

　山道の春は、アセビの白い花やヒカ

ゲツツジの黄緑の花で始まります。

　ヒカゲツツジは他の地方では少なく

とも標高 700 ｍ以上でないと見られな

いのに、ここではどういうわけか、数

十メートルの山すそから、ごく普通に

見ることができます。

　紀南地方にもっとも多いモチツツジ

は、乾燥した尾根部や岩場に生えてい

ます。花期が定まらずに一年中少しず

つ花をつけていますが、やはり春がもっ

とも多く、いたるところで桃色の大き

な花を誇っています。この花のガクや

新芽には “ とりもち ” のような粘液が

出ているため、そこに小さな虫がたく

さんついて死んでいます。

　ツバキやスミレも春の花ですが、田

辺ではよく真冬から咲きます。よく見

られるスミレは、タチツボスミレ、コ

スミレ、スミレ、シハイスミレ、ツボ

スミレなどで、よい香りのするニオイ

タチツボスミレも見られます。

ヒカゲツツジ

ツバキ

モチツツジとナガサキアゲハ

タチツボスミレ
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《初夏の花》

　ヤマザクラの花が散ると、山一面

に密生しているシイやウバメガシ、

アラカシ、ウラジロガシなどのカシ

類が一斉に花をつけます。

　山道付近にはオンツツジ、コバノ

ミツバツツジが、カマツカ、コバノ

ガマズミ、ネジキなどの木には小さ

な白い花が一斉に咲きはじめます。

卯
う

の花と呼ばれるウツギ、葉がまる

いマルバウツギ、糊
のり

の木と呼ばれる

ノリウツギなどは、よく目立つ存在

です。これらの花には多くの昆虫た

ちも集まります。

オンツツジ

ノリウツギ

カマツカ
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《夏の花》

　夏は花の少ない時期です。それでも、林緑の草地では、長くはびこる

センニンソウやボタンヅルなどが一面に白い花をつけます。また、キイ

センニンソウという紀伊の地名がついた植物も、同じような白い花を咲

かせています。

ボタンヅルキイセンニンソウ



19

《秋に咲く花》

　秋はキクのシーズンです。ノコンギク、シラヤマギク、イナカギク、

アキノノゲシ、ヤマニガナ、ムラサキニガナ、ヤクシソウ、リュウノウ

ギクなど、多くの花が山道で見られます。

今では少なくなったオミナエシやリンドウ

も見られます。カシ類では珍しく秋に花を

咲かせるシリブカガシやススキに寄生する

ナンバンギセルなど、秋はいつも何かの花

に出会うことができるので楽しいです。ま

た、常緑樹のリンボクやバクチノキの枝に

白い穂のような花がつくのも、秋の照葉樹

林ならではの景観です。

バクチノキ（花）バクチノキ（幹）

ナンバンギセル

オミナエシ

シリブカガシ
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②　コケ植物

　コケ植物は、他の植物に比べるとなじみのうすい小さな植物ですが、

ルーペや顕微鏡を使って観察すると、いろんな形や色をもつ美しい植物

たちです。

　大きく蘚
せん

類
るい

、苔
たい

類
るい

、ツノゴケ類の３つのグループに分けられます。

　私たちが普段目にしている緑色の部分がコケ植物の体で、その上に子

孫を殖やすための胞
ほう

子
し

体
たい

をつけている時期もあります。コケの花と言わ

れることもありますが、蘚類は比較的長い期間、苔類やツノゴケ類は短

い期間しかつけていません。

　コケ植物は、塩分の濃い所を除き地球のあらゆる場所に生育していま

す。地上、岩上、樹上、水中など熱帯から高山まで、世界で２万種ほど、

日本でその約 10分の１が生育しています。

　紀伊半島でも南部は雨が多く、温暖でコケ植物は豊富なところです。

海岸よりも内陸部の湿度の高い渓流へいくと、多様なコケ植物がいろん

な所に生えています。野外では見過ごされたり、踏みつけられたりして

いる小さな植物ですが、手にとりルーペでじっくり観察すると、思わぬ

世界が広がります。

　ここでは、山間部で見られるコケ植物のいくつかを紹介しましょう。

種によって、様々な大きさがあり色も違っています。また生え方も異なっ

ていますので、注意すると野外でも次第にその違いがわかってくると思

います。

　ほとんどは常緑ですので年中観察することができます。中でも大形の

種もあり種類も多く、量的にも多い蘚類の方が苔類やツノゴケ類よりも

目につきやすいでしょう。
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オオウロコゴケ（苔類）：地上や土のたまっ

た岩に生えます。苔類としては大きな

方ですが、あまり目立ちません。

オオシラガゴケ（蘚類）：乾燥した地上や

岩上に生え、大形で白っぽくすぐに目

につきます。

ギボウシゴケ（蘚類）：渓流でも日の当た

る岩場に生え、黒っぽい緑色の塊になっ

て見えます。

クシノハゴケ（蘚類）：岩上や地上、木の

根元などに生え、乾燥しても葉は茎に

くっつくことはなく、ひろがったまま

です。写真には茶色の胞子体が見えて

います。

ケゼニゴケ（苔類）：湿った地上や岩上に

生える大形のコケです。ゼニゴケの仲

間で、平たい葉の上にクモの巣のよう

な毛が生えているので野外でもすぐに

わかります。

オオシラガゴケ

ギボウシゴケ

クシノハゴケ

オオウロコゴケ

ケゼニゴケ
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トヤマシノブゴケ（蘚類）：渓流の岩上に

生育、シダ植物のシノブに似ています。

ナガエノスナゴケ（蘚類）：乾燥した岩上

に生え、水分を吸うと葉がひろがるの

で、写真とは全く異なる形になります。

ナガサキツノゴケ（ツノゴケ類）：湿った

地上や岩上に生えます。角のような胞

子体をつけ、熟すると先端から二つに

裂け、ねじれながら胞子を飛ばします。

ナガサキホウオウゴケ（蘚類）：常に水が

滴
したた

る岩上に生えます。少し大形のホウ

オウゴケも見られます。

トヤマシノブゴケ

ナガエノスナゴケ

ナガサキホウオウゴケ

ナガサキツノゴケ



23

③　昆虫やクモ類

　田辺の山々は、昆虫やクモ類など小さな動物たちを観察するには手頃

な環境です。深い森林は少ないものの、自然林が広く残っていて、観察

には都合がいいのです。しかし、紀南地方の昆虫は熊野の自然の豊かさ

を反映しているだけに、簡単な図鑑などにのっていない種類が多いので

す。時間をかけて慎重に調べてください。昆虫など小さな動物を調べる

には、採集して標本を作り、くわしく調べることも大切です。ふるさと

自然公園センターなどの標本も参考にして下さい。

　採集にはネットで捕るだけでなく、枝や葉を叩
たた

いて白い布に落とすと

か、餌をしかけて集めるなど、いろいろな方法があります。もっとも大

切なことは自然の中で、どんな小さな虫でも、自分で見つけて、その生

活をよく観察することです。

　山道でまず目につくのはクモ類で、顔に

網がかかったり、枝葉の上に白い糸で網を

張っているからです。初夏に見られる黒と

黄色の横じま模様のクモはコガネグモで

す。秋によく見られるジョロウグモとよ

く混合されますが、現れる時期もその姿

も、かなり違います。大きいドーム状の網

を張るスズミグモは、紀南地方ではかなり

普通に見かける熱帯系のクモです。道端の

茂みの上に膜
まく

状
じょう

の網をつくり、その奥に糸

でトンネルをつくっているのはクサグモで

す。ほかにもカゴ状の網を張るヒメグモ類、

シートや皿形の網をつくるサラグモ類な

ど、網の形にはクモのグループによって特

徴があります。

コガネグモ

ジョロウグモ
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　網を張らないクモもたくさんいます。

ハエトリグモ類は草の上で餌を探して歩

き回っています。ワカバグモやハナグモ

は、葉の先でじっと待ち伏せをします。

④　両生類・爬
はちゅう

虫類

　山間部にすむ両生類や爬虫類には次の

ようなものがあります。

コガタブチサンショウウオ：森林の落ち

葉の下にすみ、春に源流域の小さな流

れに産卵し、そこで幼生が育ちます。

タゴガエル：森林にすみ、春早く渓流沿

いの岩穴から、独特の鳴き声が響くよ

うに聞こえてきます。

ヤマアカガエル：１月から２月の寒い時

期に水田跡などの浅い水たまりに卵
らん

塊
かい

を産みます。

シュレーゲルアオガエル：緑色の美しい

カエルで、４月ごろ水田の畦に穴をつ

くって泡状のような白い卵塊を産みま

す。

ワカバグモ

コガタブチサンショウウオ

タゴガエル

ヤマアカガエル

シュレーゲルアオガエル
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タカチホヘビ：朽ち木の中などのミミズ

を食べます。

シロマダラ：昼間はなかなか見つかりま

せんが、時には物陰にひそんでいるの

を見かけることもあります。

ヤマカガシ：山でも水田でもよく見かけ

るヘビで、のどのところが黄色くなっ

ています。このヘビの奥歯には毒があ

り、また、首を強く押すと皮膚から毒

液が出ますから注意してください。

マムシ：猛毒のヘビとして有名で、卵で

産まずに子供を産むヘビです。

　この他にヒバカリ、ジムグリ、アオダ

イショウ、シマヘビ、カナヘビ、クサガメ、

ニホンイシガメなども見られます。

シロマダラ

ヤマカガシ

マムシ

ヒバカリ カナヘビ

クサガメ ニホンイシガメ
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⑤　鳥類・哺
ほにゅう

乳類

　田辺では野鳥の観察は冬の方が適しています。暖かい紀南地方は、鳥

の冬越しに条件が整っているからでしょう。照葉樹林の多い地域では、

この傾向が一般的であると考えてください。しかし、山間部では春から

営
えい

巣
そう

して繁殖する野鳥もかなりいるため、この地域は年間を通じて、比

較的多くの種類を観察することができます。

　春から夏に普通に見られるのは、ウグイス、ヒガラ、ヤマガラ、エナガ、

ホオジロ、モズ、キジバト、ヤマドリなどの留
りゅう

鳥
ちょう

と、センダイムシクイ、

ホトトギス、サシバ、ツバメ、アマツバメなどの夏鳥です。コジュケイ

は外来種ですが、みかんや梅の畑に住み春と秋に「チョットコイ」と鳴

いています。冬鳥のルリビタキやシロハラ、アオジなどは北へ帰る前に

美声を聞かせてくれます。

《観察コース》

⑴　稲成町のふるさと自然公園センターから龍神山への農道を登り、終

点から徒歩で尾根づたいに龍神山の山頂へ

⑵　上秋津の左
さ

向
こ

谷
だに

の農道を車で登り、終点から登山道で谷を西側に詰

めて龍神山の山頂へ

⑶　同じ左向谷の終点から谷を東側に詰めて、岩尾根を登って三星山の

山頂へ

ウグイス ヒガラ ヤマドリ
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←

←

←

←

P
P

P

P
ふるさと自然公園センター

⑴コース

⑵コース

⑶コース
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⑷　奇絶峡から不動の滝の上に出て、尾根を登って高尾山の山頂へ

⑸　上野から㈱NTT ドコモ槇山無線中継所管理道を歩いて槇山の山頂まで
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以上が一般的なものです。

　高尾山へは山頂近くまで車で登れますから、山頂付近で時間をかけて

バードウォッチングするのも、また楽しい試みだと思います。崖地では

ハヤブサの子育てが見られます。

　哺乳類では、この地域には和歌山県

下で知られているものの大部分がすん

でいます。ニホンザル、ニホンカモシ

カ、ホンシュウジカ、イノシシなどの

大形の哺乳類をはじめ、キツネ、タヌキ、

アナグマ、テン、ニホンイタチ、ムサ

サビなど中形の哺乳類もいます。この

中で、ニホンカモシカは特別天然記念

物として保護されています。また、ニ

ホンイタチは山間部に生息しています

が、海岸線から市街地や農耕地の一帯

は、帰化したチョウセンイタチが多く

なってきました。

ニホンイタチ

チョウセンイタチ

ムササビタヌキの糞シカの糞
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４　源流域の生きもの
①　植物

　左会津川水系は、龍神山や高尾山

の山すそを流れ下っていきます。そ

の上流側では、流れは急ではないの

ですが、和歌山県の山間を流れる他

の河川と同じような様相を呈してい

ます。たとえば、流域の水田の畦に

ゼンマイやサツキが密生していたり、

落葉樹のコクサギやアブラチャン、常緑樹のタ

ラヨウやシラカシのような紀北の山間部に多い

木が目立つようになります。今では見られませ

んが、昭和の中頃まではウメバチソウやトモエ

ソウの美しい花が点々と咲いていたということ

です。山林の大部分はウバメガシ萌芽林やシイ、

カシ萌芽林とスギ、ヒノキの植林で、あまり深

い自然林ではないのですが、朝夕霧のかかる冷

涼な気候につつまれて、海岸部とは一味違った

地域だと考えられます。

　早春から水田の畦にハルリンドウが美しい花

をつけ、セリバオウレンが小さくて可憐な花を

つけます。新芽とともに開花するクロモジやコ

ナラ、ウバメガシなどは、じっくり観察すると

微妙な美しさがあり、たくさんの昆虫たちを集

めています。

　初夏からは道端の乾燥地にオカトラノオ、湿

地にヌマトラノオ、秋にはリンドウ、アケボノソウ、

源流域

サツキ

ヌマトラノオ

ハルリンドウ
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アサマリンドウ、オオルリソウ、シモバシラ、アキ

チョウジ、ヒキオコシなどいろいろ見られます。

　葉のまん中に花が咲くハナイカダという低木

があります。花は緑色で目立ちませんが、実が

熟すると黒くなり、それが葉の上に一つ乗っかっ

ているようすは、ちょっと奇妙な感じがします。

　この地域には腐
ふ

生
せい

植物も多く見つかっていま

す。腐生植物とは、根に菌類が共生して、それ

から栄養をもらって生活している植物のことで

す。そのため、緑の葉もなく、茎と花だけの奇

妙な形をしています。南方熊楠も強い関心を持っ

ていたらしく、彼が中心になって詳しく調べてい

ます。大形でアケビのような実をつけるツチアケ

ビ、森林の落ち葉の中から真っ白の花をのぞかせ

るギンリョウソウ、ギンリョウソウモドキ、それ

らによく似ているがいくつもの花をつけるシャク

ジョウソウ、針金のような細くて小さな花をつけ

るホンゴウソウ、硬くて黒い茎に花だけつける

ムヨウラン類、暗
あん

褐
かっしょく

色の花を落ち葉のすき間に咲

かせるヤツシロラン類、林
りん

縁
えん

や果樹園の腐葉土か

ら突然純白の茎
くき

を群生させるタシロランなど。

　その他に、クモランという葉が退化して一見

根だけの植物になったの

もあります。根に葉緑体

を持っているので生きて

いけるのです。

	

ツチアケビ（花）

ツチアケビ（実）

ギンリョウソウ

ホンゴウソウ クモラン

アケボノソウ
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②　動物

　哺乳類では山間部に見られるほとんどのものが

人家周辺の低地にも出没する上、農作物への加害

も少なくありません。昔はイノシシやノウサギ、

ネズミなどが農作物に被害を与えていましたが、

最近ではニホンザル、ホンシュウジカ、時にはニ

ホンカモシカも加わっているということです。小

型哺乳類では、リス、アズマモグラ、ヒミズ、ジ

ネズミ、アカネズミ、ヒメネズミ、それにユビナ

ガコウモリ、モモジロコウモリ、コキクガシラコ

ウモリ、キクガシラコウモリ、アブラコウモリな

どのコウモリ類が生息しています。

　野鳥では森林にすむものに出会える場所がいく

つもあります。林内にカシ類が多い関係からか、

特にカケスが多く、冬にはオシドリの群れが谷川

の淵に飛来します。照葉樹林は鳥の冬越しに適し

た環境でもあるのです。春から夏の期間は、サン

コウチョウ、アオバト、ウグイス、ヤブサメ、メ

ジロ、ヤマガラ、コガラ、ヒガラ、エナガ、オオ

ルリ、ミソサザイなどが巣をつくり、秋から春に

かけては、シロハラやツグミ、ジョウビタキ、ル

リビタキ等のヒタキの仲間やウソ、クロジ、アオ

ジなどの冬越しの場になります。

　探鳥コースとしては、秋津川の大
おお

沢
ぞう

の上流部で

県道からそれて、支流に沿って入ると、どこでも

格好の観察地です。林道を歩いて山草を楽しみな

がら野鳥の声を聞くのもいいし、林道の片隅に

コウモリの一種

ヒミズ

シロハラ

メジロ（巣）

ノウサギの糞
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座って、野鳥の声につつまれながら、リスやノウ

サギ、トンボやチョウなどが飛び交うのを待つの

も、それはまた格別に楽しいものです。

	　右会津川の支流である谷川や池の川でも、かな

り多くの鳥に出会えます。市道や林道が整備され

ているので、子供連れのハイキングや昆虫採集を

かねての探鳥コースとしておすすめできます。

　また、左会津川の上流部の伏
ふ

菟
ど

野
の

や熊野

川付近もよい観察地です。山地性の動植物

に加えて、暖地性のめずらしいものも見ら

れます。この地域の方が車道が整備されて

いないこともあり、林道を歩いて昆虫や草

花を観察するのに適しているといえます。

熊野川の道端にはカゴノキの巨木が一本あ

ります。太さ（胸高直径）約１ｍ、おそら

く和歌山県下では最大の木でしょう。

ルリビタキ

源流域
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５　ひき岩群と奇
きぜつきょう

絶峡の動植物
①　ひき岩群

　田辺の市街地から、北に

ほぼ５㎞ほど離れた稲成町

の丘陵地に、奇怪な形の岩

山が並んでいるのがひき岩

群です。この岩山は 100 ｍ

程の標高ですが、それぞれ

北側の斜面が垂直に近い絶

壁になっています。稲成川

中程の屈曲している地点に

そびえている岩山の一つが、和歌山県指定の名勝天然記念物「ひき岩」

です。

　明治 37年（1904）、南方熊楠が田辺に定住してから、よくこのひき岩

群などを訪れて、植物や菌類の観察や採集に明け暮れていました。彼の

残した標本の中には、当時の稲成村産の植物標本がたくさん残っていま

す。「手頃な採集地だし、いいものが見つかるし」といって、熱心に通っ

ていたということです。	

　このひき岩群で見られる熊楠自慢の植物の主

なものを次に紹介します。

ヒカゲツツジ：黄色の花をつける山地性のツツ

ジです。（写真は 16ページを参照）

イブキシモツケ：県下でも珍しいバラ科の低木

です。春に咲きます。

バイカオウレン：霧のかかるところに群生する

キンポウゲ科の草花です。

キキョウラン：乾燥地を好む熱帯系のユリ科の草です。

イブキシモツケ

ひき岩群
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キイジョウロウホトトギス：紀伊半島の特産種

で湿った岩壁に着生するユリ科の植物です。

タカノハウラボシ：霧のかかる深い山で岩や樹

幹に着生するシダ植物です。

マツバラン：もっとも原始的なシダ植物です。

キクシノブ：熱帯系のシダ植物です。

サイゴクホングウシダ：熱帯系のシダ植物です。

モウセンゴケ・コモウセンゴケ：岩場に生える

食虫植物です。コモウセンゴケの方が乾燥に

強く広い範囲に見られます。モウセンゴケは、

６から８月に白い花を、コモウセンゴケはピ

ンク色の可憐な花を咲かせます。

キイジョウロウホトトギス

マツバランサイゴクホングウシダ

コモウセンゴケ（花）コモウセンゴケモウセンゴケ

キクシノブ
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　以前から知られていた食虫植物の

イシモチソウ、ホザキノミミカキグ

サ、タヌキモやヒナラン、スジヒ

トツバなどは最近では見つかりませ

ん。

　ひき岩群の谷間で、わずか標高

50m 前後の岩かげに、このように

たくさんの植物が生育していたこと

は、たいへん珍しいことです。熊楠

の当時はもっと多かったということ

ですから、熊楠が愛着し自慢してい

た気持ちはよくわかります。ひき岩

群一帯は乾燥した岩山のように見え

ますが、その谷間には岩壁がいたる

所にあり、湿地や滝のような所もあ

ります。このような複雑な環境のた

め、多くの貴重な植物が他の植物に

滅ぼされることもなく、また、人間

の採取からも逃れて生きのびてきた

ものと考えられます。

　ひき岩群のこの裸の岩山は、一体

どうして出来たのでしょうか。ひき

岩群の母岩は、新生代新第三紀の分

厚い単斜構造の堆積岩層です。それ

がいくつかの小さな断層によって区

切られた後、河川の浸食を受けて深

い峡谷が形成されました。しかし、

イシモチソウ（南方熊楠の標本）

ひき岩の岩壁

動鳴気峡
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古い時代には、この峡谷は水量も豊富で

あったらしく、動
どう

鳴
め

気
き

峡
きょう

には直径 4～ 6

ｍ、深さ 3～ 5 ｍの巨大な甌
おう

穴
けつ

が残っ

ています。甌穴とは岩石が水流で回転し

て造った川底の穴です。

　このように水量が豊かであったのは、

本来この岩山一帯には深い森があったか

らです。江戸時代から新庄付近で大規模

な製塩事業が始まり、薪
まき

にするため里山

がほとんど裸になりました。ひき岩群の

場合、この急
きゅう

峻
しゅん

な地形のため表土が流失

し、今の地形になったと考えられます。
甌穴の発達

P

P

ひき岩群の自然観察路

ふるさと自然公園センター
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　おそらく、昔のひき岩群は、ヒノキ、

ネズ、クロマツなどとスダジイやウバメ

ガシ、タイミンタチバナなどがまざった

森でおおわれていたと推察されます。

　岩山の乾燥化が進んだ現在でも、その

周辺にはカスミサンショウウオやアカハ

ライモリが生息し、多くの貴重な昆虫類

が確認されています。

カスミサンショウウオ

カスミサンショウウオの卵のう

カスミサンショウウオの幼生
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②　奇絶峡

　右会津川が三星山と高尾山との間を

流れる地点に奇絶峡があります。県道

の対岸に立派な滝があり、そばの岩壁

には仏像の彫刻もあり、巨岩が点在し

た川に沿ってサクラやカエデも植樹さ

れて、有名な観光地として、市民の憩

いの場になっています。

　奇絶峡の見どころは、峡谷をはさん

で迫ってくる絶壁と、それをおおう照

葉樹林です。ウバメガシを中心にウラ

ジロガシ、タイミンタチバナ、サカキ、

タブノキ、モチノキ、カナメモチなど

の常緑樹が濃い緑の葉を広げ、カギカ

ズラ、オオツヅラフジ、キイセンニン

ソウ、ジャケツイバラなどのつる植物

が、樹上に広がって伸びているようす

は、北の地方ではまったく見ることの

できない南国的な景観です。

　この岩場にはひき岩群で見られる植

物と共通したものもかなり多いのです

が、シダ植物やコケ植物ははるかに豊

富です。アツイタ、ホウビシダ、ツル

デンダ、イワヤナギシダ、ヤノネシダ

など多くのシダ植物をはじめ、クマノ

ゴケ、エビゴケなどのコケ植物、カギ

カズラ、サカキカズラ、シタキソウ、

奇絶峡

ジャケツイバラ

ツルデンダ
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フウトウカズラなどのつる植物や、谷

間の下草の中のシモバシラ、サイコク

トキワヤブハギ、クサヤツデ、奇絶峡

入り口の林緑に大群落を作っているタ

イキンギク、森林の構成樹になってい

るカンコノキ、カンザブロウノキ、ト

キワガキ、ミミズバイなど、実に多種

多様です。

　渓谷にそって道路があり、絶えず車

が走っているため、大形の動物はあま

り姿を見せませんが、それでもテンや

ニホンイタチ、アナグマなどは、とき

どき人の目につくことがあり、夜間は

コウモリが群れているのを見かけます。

おそらく山地性のモモジロコウモリではないかといわれています。

　野鳥ではオオルリが毎年春にきて巣をつくります。岩壁のくぼみにコ

ケ植物を分厚く積み重ねて立派な巣をつくる鳥で、姿はきれいで、ウグ

イスに匹
ひっ

敵
てき

する美声の持ち主です。

	

フウトウカズラ

アツイタ
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６　田辺を特色づける生きもの
①　植物

マツバラン：最も原始的なシダ植物の一種

です。和歌山県では田辺市より北では

きわめて少なくなっています。田辺地

方は江戸時代からの名産地で、いくつ

もの古典園芸の品種も産出しています。

採取と環境変化のため近年激減しまし

た。

キクシノブ：シノブに似たシダで、やや小

型、葉は常緑で肉厚く硬いのが特徴で

す。暖地性の植物で数が少なく、岩壁

に小さな群落をつくります。南方熊楠

が大切にしていたものです。

ツルデンダ：山地の湿った岩壁に着生する

シダです。奇絶峡の道路沿いの岩壁に

今も小さな群落があります。（写真は39

ページを参照）

オリヅルシダ：一見オニヤブソテツに似て

いますが、葉の先端が土にふれると根

を出してふえます。和歌山県下の産地

は田辺と大島だけで、高尾山に自生地

があります。

シンテンウラボシ：ヤリノホクリハランと

イワヒトデ類との自然交配種といわれ

ている珍しい植物です。中芳養に北限

の大群落があり、田辺市が天然記念物

マツバラン

キクシノブ

シンテンウラボシ
（ヒトツバイワヒトデ）

オリヅルシダ
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に指定しています。

ヒメコマツ：“五葉松 ” として知られる木です。県下では主要な山間部の

岩尾根に生育していますが、かつては三星山一帯に生えていたものら

しく、現在も山頂部にわずかに生育しています。

食虫植物：田辺から白浜にかけての一帯は、和歌山県下最大の多産地で

した。モウセンゴケ、コモウセンゴケ、イシモチソウ、ホザキノミミ

カキグサが、主として日当たりのよい水湿地や湿った裸岩に生え、タ

ヌキモ類は水中生活です。最近はコモ

ウセンゴケ類以外はほとんど見られな

くなってしまいました。（写真は 35・

36ページを参照）

イチイガシ：遺跡から出土するので、昔は

丘陵地や山すそに森林をつくっていた

と考えられますが、現在の田辺では中

芳養の八幡神社に大木が残っています。

ミスミソウ：寒冷地の森林に生える常緑の

草です。和歌山県下では、高野山周辺

からわずかに記録があるだけの少ない

種で、早春に可憐な花をつけます。花

色は白色から紺、淡い紅、紫までいろ

いろです。

シマサルナシ：別名ナシカズラ、キウイフ

ルーツに似たつる植物です。紀南地方

では海岸線に多いのですが、田辺では

上秋津の左向谷や奇絶峡などの山間部

に生えています。

イチイガシ

シマサルナシ

ミスミソウ
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カキノハグサ：葉はカキの葉に似て大きく、

初夏に黄色の花を数個つけます。和歌山

県下では、紀北の山地に多く見られる植

物で、田辺市では槇山の中腹などに生え

ています。昭和初期に秋津川から変種と

してナガバカキノハグサが記録されました。

ナンキンナナカマド：山地から亜高山の植

物として有名なナナカマドの仲間です。

初夏に白い花をつけ秋には赤い実をつけ

ます。紀南では海岸近くにも生育し、田

辺市では新庄や天神崎にも生えていま

す。

キイセンニンソウ：センニンソウに似てい

ますが、葉は厚くて革
かく

質
しつ

、葉
よう

柄
へい

に節があるという特徴をもっています。

紀伊半島以南に分布し、和歌山県下では日高郡以南に見られ、田辺で

は山間部に多産します。（写真は 18ページを参照）

ハカマカズラ：亜熱帯に分布するつる植物です。別名をワンジュ（彎珠）

といい、古くからその種子を数
じゅ ず

珠の材料にしてきました。田辺湾の神

島はこれが多数生育していることで、全国に知られています。市内の

各地にも植栽されています。先に切れ込みのあるその葉の形をはかま

（袴）に見立ててこの名がついています。

ハカマカズラ（葉と花） ハカマカズラ（実）ハカマカズラ（幹）

ナンキンナナカマド

カキノハグサ
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アサマリンドウ：リンドウとちがって、

葉が厚く緑が濃い上につやがあります。

紀伊半島と四国だけに分布する植物で

す。名前の「アサマ」は、伊勢の朝
あさ

熊
ま

山に由来するものです。朝夕霧のかか

る環境に生えるのですが、紀南地方で

は新庄のような海岸近いところでもた

くさん見られます。

カギカズラ：暖地性の大形のつる植物で

す。葉腋に大きく曲がったカギがあり、

このカギをまわりの樹木にひっかけて

這い上がります。植林地によくはえ太

くなるので、木をいためるといって嫌

われることもあります。葉にはこの植

物独特の光
こう

沢
たく

があります。紀南地方で

は普通種ですが、全国的にはたいへん

少ない植物です。

タイキンギク：きわめて大形の野菊です。

背が高く伸びて２ｍ以上にもなり、晩

秋から初冬にかけて黄色の小花を咲か

せます。亜熱帯に分布し、紀伊半島で

は海岸線に点々と生育していいます。

キイジョウロウホトトギス：湿った岩壁

から垂れ下って生育する植物で、紀伊

半島の特産種です。紀南地方に広く分

布しているのですが、秋に黄色の美花

をつけるので有名となり、各地で採取

アサマリンドウ

カギカズラ

タイキンギク

キイジョウロウホトトギス
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されて少なくなってしまいました。

ギボウシの一種：崖から垂れ下って群落

をつくるギボウシが、ひき岩群や龍神

山でよく見られます。ヒュウガギボウ

シの一種とみなされていますが、今の

ところはっきりわかっていません。

ハルザキヤツシロラン：深い照葉樹林に

生える腐生植物です。5月～ 6月に咲

く褐色の花は高さが数㎝しかなく、落

ち葉のすき間からわずかに花をのぞか

せる程度です。結実後は 30㎝あまりに

も伸びるので、見つかるのはこの時期

です。南方熊楠が研究したきわめて不

思議な植物です。秋に開花する別種ア

キザキヤツシロラン、クロヤツシロラ

ンもあります。

タシロラン：全体が白色の腐生植物で、

たくさんの花を茎につけます。最近に

なってあちこちの林緑や果樹園で多量

に発生しているのが見つかりました。

ミスミイ：古くから少ない植物だったよ

うで、南方熊楠の時代に新庄付近で発

見されて有名になりました。その後な

くなったと思われていましたが、少し

だけ今も生き残っていることがわかり

ました。カヤツリグサの仲間で、細い

緑色の棒状の草です。同じ仲間によく

ハルザキヤツシロラン

クロヤツシロラン

タシロラン
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似たものがいくつかあって区別するの

は難しいものです。

キノクニスゲ：西南日本の深い照葉樹林

の樹下に生える大形のカヤツリグサの

仲間で、暖地にしか見られないきわめ

て少ない植物です。田辺市では神島に

大群落があり、和歌山県下では他には

由良町衣
え

奈
な

の黒島、南部の鹿
か

島
しま

、串本

の大島、古座の九
く

龍
ろ

島
しま

に生えているだ

けです。こんなに珍しい植物ですが、

生えている状態は “ ただの草 ” にしか

見えません。

キキョウラン：ランの葉に似た暖地性の

ユリ科の植物です。和歌山県下では海

岸線に沿って点々と生えていて、田辺

ではやや内陸側の岩上に生えています。

ヒメコウホネ：全国的に少ないといわれ

ている水草です。田辺にはまだ数ヶ所

の自生地がありますが、埋立てや水の

汚
お

濁
だく

で減少しつつあるのが現状です。

ミヤマトベラ：海岸にたくさん生えてい

るトベラと違って、山間の照葉樹林に

生えるマメ科の植物です。

ハマボウ：海岸の湿地に生えるハイビス

カスの仲間の樹木で、夏に大きい黄色

の花をつけます。日高川河口に大群落

があり、昔は田辺湾の南岸に多く自生

キノクニスゲ

ヒメコウホネ

ミヤマトベラ

ハマボウ

キキョウラン



47

していましたが、海岸線の埋立てによって、現在はほとんどなくなり

ました。新庄町の内之浦干潟親水公園には植栽されたものが見られま

す。

ムラサキセンブリ：日当たりのよい草地

に生える目立たない草です。近年各地

で激減した植物ですが、新庄付近を中

心にわずかに生き残っています。大切

に保全したいものです。

キジョラン：暖地性の大形のつる植物で、

広くてつやのあるハート形の葉をつけ

ます。和歌山県北部ではきわめて少な

いのですが、紀南地方では数は少ない

ものの、かなり広い範囲に生育してい

ます。

シバナ：海水の入る川口（汽
き

水
すい

域
いき

）や沼

地（塩
えんしょうち

沼地）に生える植物で、海水に浸っ

ても生きていけるように、葉は特に細

長くて分厚くなっています。南方熊楠

は、この植物に特に強い関心を持って

いたらしく、たくさんの標本を残して

います。おそらく、そのころには県下一円の海岸に点々と自生地があっ

たようです。ところが、海岸線の護岸工事と入り江や塩沼地の埋立て

などで、ほとんど絶滅したような状態になりました。ところが新庄付

近で細々とわずかに生き残っていて、最近になって写真のような群落

に回復しています。

	

ムラサキセンブリ

キジョラン

シバナ
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②　昆虫〔特に注目される昆虫〕

クチキコオロギ：亜熱帯以南に分布する大形のコオロギです。体は大き

く触角がきわめて長く、ハネが短いのが特徴です。そのため、腹部の

半分以上が翅
はね

におおわれていません。タイ

ワンエンマコオロギも芳養海岸から知られ

ており、この地域が北限だと考えられてい

ます。幼虫で冬を越し、初夏成虫になりま

す。

ムカシトンボ：日本とヒマラヤ地方にだけす

んでいる生きている化石と呼ばれるトン

ボです。成虫は春に発生しますが、幼虫

は冷たい清流で 6～ 7年間も水中生活を

するため、川が不安定になると生活でき

ません。そのため、全国的に少なくなり、

環境省はすぐれた環境を判断する昆虫（指

標昆虫）に指定しています。紀南地方では、

山地渓流に生息します。成虫の飛び方はた

いへんすばやいです。

ムカシヤンマ：ムカシトンボと同様に珍しく、

生きている化石といわれています。幼虫は

滝や湿岩に生えたコケ植物の中などで生活

しています。成虫は初夏に発生し、日当た

りのよい谷間の岩などによくとまります。

タイワンウチワヤンマ：熱帯系のトンボで、

最近北の方に分布が広がっています。腹部

の先端にウチワ状のひらひらがあるのが特

徴です。

クチキコオロギ

ムカシトンボ（幼虫）

ムカシヤンマ

タイワンウチワヤンマ
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ヨツボシトンボ：中形のトンボで、体が茶褐

色で前
ぜん

後
こう

翅
し

に黒褐色の斑
はん

紋
もん

があります。北

日本に多く、南日本では生息地が限られて

いるといわれています。浅い池沼で初夏に

発生します。

ヒメアカネ：アカネの仲間は全般に小型です

が、本種は特に小さいトンボです。寒冷地

に分布し北日本に多いのですが、田辺や白

浜付近には多くの生息地があります。

ハルゼミ：アカマツ林の減少のため近年全国

的に激減した里山の代表的な昆虫です。マ

ツゼミともよばれ、4月から 5月にかけて

出現する小形のセミです。紀南地方では浅

いシイ・カシ萌芽林やウバメガシ萌芽林に

も生息しています。

ヒメハルゼミ：照葉樹林の珍しいセミとして

全国的に有名ですが、山間部で初夏に大発

生します。

ゲンジボタル：5月～ 6月に発生する渓流性

のホタル。かつては、全国的に広く分布し、

各地で多数見られましたが、農薬汚染のた

め激減し、和歌山県下でも多くの地域で見

られなくなりました。紀南地方では、今で

も見ることができます。やや小型のヘイケ

ボタルは、水田や溝から発生し、ヒメボタ

ルは陸生で森の中で発生します。それぞれ

光の色合いや光り方が少しずつ違います。

ヨツボシトンボ

ハルゼミ

ヒメハルゼミ

ゲンジボタル（幼虫）
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ルリセンチコガネ：全国的に広く分布するオ

オセンチコガネは地域によって変異があ

り、紀伊半島のものは全身瑠璃（るり）色

で、緑色の金属光沢があり、ルリセンチコ

ガネと呼ばれます。大形哺乳類の糞
ふん

を食べ

るため、シカなどの生息範囲で見られます。

同属のセンチコガネは少し小さくて、体色

は黒くて光沢があります。このように、動

物の糞を食べる虫を “糞
ふんちゅう

虫” と呼びます。

ゴホンダイコクコガネ：前種と同じく “糞虫 ”

で、オスに５本の鋭い角があります。一般

に山地性の昆虫ですが、紀北地方に少なく

紀南地方に多い傾向があります。

オキナワコアオハナムグリ：亜熱帯系の小形

コガネムシです。日本本土ではたいへん少

なく、紀伊半島の南部海岸線が北限です。

コアオハナムグリに混じっていますが、前

翅の斑紋が小さいこと、腹部が銅色をして

いることなどで区別します。

イシガケチョウ：熱帯系のチョウです。紀南

地方には多産し、山間部の渓流沿いでたく

さん発生しますが、市街地でも少なくあり

ません。幼虫は木陰や水辺のイヌビワやイ

タビカズラの葉を食べ、4月始めから観察

できます。幼虫には頭と背に４本の角があ

り、形も模様も特異です。同じ熱帯系のチョ

ウにスミナガシがあります。暖地性のヤマ

オキナワコアオハナムグリ

イシガケチョウ

ルリセンチコガネ

ゴホンダイコクコガネ
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ビワを食
しょく

餌
じ

植物として発生します。幼虫に

はやはり角があります。

ヤクシマルリシジミ：紀伊半島を北限とする

亜熱帯以南に分布する小さなチョウです。

和歌山県下では海岸線に沿って紀北地方ま

で知られ、紀南地方ではやや普通に見られ

ます。サツマシジミも亜熱帯以南に分布す

るチョウで、青地のハネに青白色の模様が

特徴です。春から発生しますが、秋に増加

する傾向があります。

ハマオモトヨトウ：ハマオモト（ハマユウ）

は海岸に自生していますが、人家の庭にも

多く植栽されています。これを毎年のよう

に食い荒らすイモムシが本種です。別にア

カマダラヨトウというガもあり、稀
まれ

に大発

生してハマオモトを食い荒らします。とも

に紀伊半島を北限とする熱帯系のガです。

モンシロモドキ：モンシロチョウによく似た

昼間に飛ぶガで、東南アジアに広く分布し

ています。30 年ほど前は、和歌山県下で

はほとんど記録がありませんでしたが、最

近はよく見つかるようになり、幼虫も発見

されています。

オキナワルリチラシ：全国的に数が少なく、

とても美しいガとして有名ですが、紀伊半

島ではそれほど少ないものではなく、山間

部では、夏から秋にかけて毎年見つかって

サツマシジミ

ハマオモトヨトウ

ハマオモトヨトウ（幼虫）

モンシロモドキ

オキナワルリチラシ
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います。豊かな自然林の残っている地域に

すみ、幼虫はツバキ類の葉を食べます。

サツマニシキ：美しいガで、幼虫はヤマモガ

シの葉を食べ、年に２回（６月・10 月）

発生します。これらのガは昼間も活動しま

すが、夜間に灯火へも飛んで来ます。つか

むと背中から淡褐色の泡を出します。有害

ですから触ったら必ず手を洗うことが大切

です。

 クロシオキシタバ：比較的近年知られた大

形のガで全国的に少ないものとされていま

す。しかし、このガの幼虫はウバメガシの

葉を食べるため、和歌山県下には発生地は

多く、農薬の影響が少ない山間部の尾根や

海岸のウバメガシ林から、毎年たくさん発

生しています。同じ仲間のウスイロキシタ

バ、アミメキシタバ、コガタキシタバなど

の種類も知られています。

ツマアカベッコウバチ：クモや昆虫を捕らえ

て巣に引込み幼虫の餌にする “ 狩り蜂 ” で

す。“ 狩り蜂 ” には多くの種類があります

が、体が大きくて腹部の先端が赤いので、

すぐにわかります。熱帯系のハチで、和歌

山県下の海岸部から知られ、人家周辺にす

みつき、大きいクモを毒針で麻
ま

痺
ひ

させて引

きずっているのがよく観察されます。

サツマニシキ

サツマニシキ（幼虫）

クロシオキシタバ

ウスイロキシタバ

ツマアカベッコウバチ
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７　外来動物
　本来生息していない所へ人間が持ちこんだり、荷物などにまぎれて侵

入し、そこにすみつき繁殖を重ねている生物を移入種と呼びます。なか

でも、外国からやってきたものを外来種と言います。身近なところにも、

そうした外来動物が見られるようになってきました。外来動物は農作物

への食害だけでなく、在来種にとって捕食やすみかの競合によって大き

な脅威となり、さらには、寄生虫や感染症を持ちこむ場合もあります。

アライグマ：北米原産で成獣は５～ 10㎏、タヌキより一回り大きな動物

です。人間やサルと同じく５本指を

器用に使い、物をつかんだり、握っ

たりできます。夜行性なので、日中

に姿を見ることは稀ですが、特徴的

な手足の痕跡からアライグマの生息

が確認できます。田辺市では農作物

への食害が増えており、2002 年か

ら捕獲をしています。

ハクビシン：東南アジア・台湾原産で成獣は４～５㎏、からだは細長く

40㎝を超える長い尾が特徴です。日本国内には江戸時代に持ち込ま

れていたようです。樹上生活に適応

しており、電線や雨樋さえも移動に

利用します。県南部では 2014 年に

白浜町内で初めて見つかり、田辺で

も既に 30頭以上確認されています。

今後、生息数の増加、分布の拡大が

心配されています。

アライグマ

ハクビシン
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ミシシッピアカミミガメ：北米原産で、

頭部の側面にある赤い模様が特徴の

カメです。ミドリガメの名前でペッ

ト用に販売されていました。全国的

に野生化しており、その影響でイシ

ガメやクサガメが激減しています。

田辺でも川や池などで見かけるカメ

の大半は、このアカミミガメになってしまいました。

アフリカツメガエル：名前のとおり指先に爪のあるカエルで、ほとんど

水中で過ごし、陸に上がることは稀です。

　　このカエルは、2007 年に新庄町鳥ノ巣のため池で初めて見つかり

ました。鳥ノ巣では、いくつものため池で生息が確認されていますが、

鳥ノ巣以外の場所ではまだ見つかっ

ていません。ため池の水を抜いてこ

のカエルの駆除を試みたところ、本

来いるはずのエビやカニ、水生昆虫

が極めて乏しく、アフリカツメガエ

ルがため池の在来種を食べ尽くして

いるようでした。

　自然は長い年月を経て形成された生き物のつながりやバランスで成り

立っています。外来生物は、そうしたつながりを持たず、バランスを壊

してしまいます。長い歴史を共有している在来種が暮らす自然を守った

り、回復するには、外来生物を排除することが人間の大きな役目となっ

ています。

ミシシッピアカミミガメ

アフリカツメガエル
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8　多様な生きものの世界
粘
ねん

菌
きん

（変形菌）：南方熊楠が特に関心を持って調査研究をしました。

菌類：カビ、キノコの仲間。セミの幼虫に寄生する冬虫夏草も菌類の仲

間です。

	

ムラサキホコリ（粘菌）

ツノホコリ（粘菌）

粘菌を食べるコベソマイマイ

クモノスホコリ（粘菌）

ウツボホコリ（粘菌）

セミタケ
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地
ち

衣
い

類
るい

：菌類と藻類の共生した生物。

土壌動物：落ち葉や朽木を分解して土をつくる動物群（カニムシはその

捕食者）。

アミガサタケ

ウメノキゴケ（地衣類）

マミズクラゲ

ヒメヘソイレコダニ（土壌動物）

クサウラベニタケ

ハナゴケ（地衣類）

カニムシの一種（土壌動物）

フトツツハラダニ（土壌動物）
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お わ り に

　このガイドブックでは、市内に残る自然環境を中心にして、田辺付近

の特徴的な生物を紹介しました。

　豊かだったここ南紀州の自然も、昔の姿の面影さえないところも多い

のですが、幸い、田辺にはまだかなりの自然が残されています。私たち

はこの自然を大切にするとともに、自然とは何かということを学び、こ

の地の自然の解明を続けていこうと考えています。それと同時に、身近

にあった生き物たちを呼び戻し、消えた元の自然をよみがえらせたいの

です。

　ひき岩のふるさと自然公園センターでは、田辺に残されたすぐれた自

然である元島・天神崎・ひき岩群・奇絶峡・左会津川・山間部の山々な

どを中心に、その自然のようすや特徴がわかるようにして、標本や写真・

図などにより解説しています。また、自然に触れようという皆さんの気

持ちを大切にして、皆さんの力にもなりたいと思っています。いつでも

気軽に来てください。

　しかし、何よりも大切なことは、皆さんの家の近くの野山や川、それ

に海辺などで、そこに生活する生き物たちに目を向けてほしいのです。

そして、その生き物たちの生きる姿を知り、そこから生命や自然のこと

を考えて欲しいのです。

　子供たちの成長にとって大切なことは、直接自然に触れ、そこで遊び、

その不思議さに驚き感動し、発見をしていくことなのです。そういう体

験を通じて、学ぶ力や考える力が身につき、自分すなわち人間を含めて

自然をよく知ることにつながるのです。

　私たち大人もまた、子供たちと共にこの自然を楽しみながら、そのし

くみを知ると共に、田辺のよさを改めて見つけていきたいと思います。

そして、自然に溶け込んだ日本の文化を大切にし、それを後世にも伝え

ていこうではありませんか。
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ひき岩群国民休養地　ふるさと自然公園センター　

国民休養地とは

　自然とのふれあいが少ない都市やその近郊の人々に、ハイキングやピク

ニックなど単なる一時的なレクレーション活動の場を提供するだけではな

く、そこに生きる動植物等との「ふれあい体験」を通して、自然と人間と

の調和のあり方、また自然の保護育成に関して考える機会をつくるための

場所になることを目的としています。

ふるさと自然公園センター

　ひき岩群国民休養地の中心となる施設で、ひき岩群の自然のほかに、田

辺の自然や仕組みを写真、パネル、標本などでわかりやすく紹介しています。

また、専門知識の豊富な観察指導員が、生きもののことや自然観察につい

ての質問にお答えします。

　　〒 646-0051　和歌山県田辺市稲成町 1629 番地

　　　　　　　　　TEL/FAX　0739-25-7252　

　　１　開館時間　AM10:00 から PM4:00

　　２　休 館 日　毎週月曜日（休館日が祝日の場合はその翌日）

　　　　　　　　　年末年始（12月 28日から１月４日）

　　３　入 館 料　無料
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交通のご案内

●電車を利用の場合

JR 紀勢本線「紀伊田辺駅」下車

龍神バス　龍神温泉行き

「矢
やはぎ

矧バス停」下車徒歩 1.5㎞

●車を利用の場合

国道 42号線から龍神方面

大西橋手前を左折 1.5㎞

または、

国道 42号から稲成方面

岩屋観音を過ぎ右折１.4㎞

※大型観光バスは龍神方面か

らお回りください。
311
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・生きものの自然な姿を観察しましょう。

・植物を踏み荒らしたり、生きものの生息地をおびやかさないように、観察

は静かに行いましょう。

・海での観察では、時刻によって海の水位は変わるので、潮の干満の時刻を

調べましょう。

安全な服装

・肌を出さない。

・日差し対策を十分に行う。

　帽子、長袖のシャツ、長ズボン、長靴、運動靴などすべらないもの

持ち物

　タオル、手袋、筆記用具、昼食（行動食）、雨具　

　あればルーペ、双眼鏡、カメラ　等

自然観察の諸注意

●むやみに動植物を採らないよう

にしましょう。

●山にはできるだけ一人で入らな

いようにしましょう。

●ごみは自分で持ち帰りましょう。
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